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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１５１号
2022年１２月1５日

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

１
万
１
０
６
３
筆（
22
年
12
月
15
日
）

１２・２３東京地裁へ結集を
大軍拡と増税の岸田政権と対決し

井手・深澤の証人採用を実現し真実を暴こう

　
Ｊ
Ｒ
の
不
当
労
働
行
為
に
よ
っ
て
本

来
採
用
さ
れ
る
は
ず
の
組
合
員
が
不
採

用
＝
解
雇
さ
れ
た
の
だ
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
は
採
用
す
る
義
務
が
あ
る
。し
か
し
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
そ
の
義
務
を
一
貫
し
て

果
た
し
て
い
な
い
。
不
当
労
働
行
為
は

現
在
も
継
続
し
て
い
る
。「
１
年
過
ぎ

た
か
ら
時
効
だ
」
と
言
っ
て
片
付
け
ら

れ
る
問
題
で
は
な
い
。

　
井
手
・
元
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
長
は
、
国

鉄
分
割
・
民
営
化
を
主
導
し
た
人
間
の

一
人
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
長
と
不

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
長
の
深
澤
は
、
葛
西

元
Ｊ
Ｒ
東
海
会
長
の
指
示
の
も
と
で
名

簿
か
ら
の
排
除
を
行
っ
た
張
本
人
だ
。

さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
発
足
後
も
不
当
労
働
行
為

を
継
続
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
上
で
も

絶
対
に
必
要
な
証
人
だ
。

　
闘
い
は
「
勝
利
ま
で
あ
と
一
歩
」
ま

で
到
達
し
た
。
裁
判
所
の
結
審
策
動
を

許
さ
ず
、
井
手
・
深
澤
の
証
人
採
用
を

か
ち
と
ろ
う
。
裁
判
当
日
は
署
名
提
出

行
動
も
行
う
予
定
で
す
。
12
・
23
裁
判

闘
争
へ
の
結
集
を
訴
え
ま
す
。

採
用
基
準
に
つ

い
て
話
し
合
っ

て
い
る
こ
と
を

自
ら
語
っ
て
い

る
。

の
脅
威
に
さ
ら
し
た
。
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
核
戦
争
の
危
機
を
拡
大
す
る
き
わ

め
て
重
大
な
動
き
で
す
。

　
小
泉
政
権
や
安
倍
政
権
で
も
踏
み
込

め
な
か
っ
た
よ
う
な
戦
争
国
家
化
の
攻

撃
だ
。
こ
の
間
の
強
烈
な
物
価
上
昇
と

円
安
で
実
質
賃
金
は
急
激
に
下
が
り
、

他
方
で
大
軍
拡
と
増
税
が
ほ
と
ん
ど
議

論
も
な
い
ま
ま
に
強
行
さ
れ
て
い
く
。

「
労
組
な
き
社
会
」
化
攻
撃
と
も
一
体

の
攻
撃
で
す
。
職
場
や
地
域
、
街
頭
で

積
極
的
な
闘
い
が
必
要
で
す
。

※

　
12
月
23
日
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇

の
第
12
回
裁
判
が
開
か
れ
る
。
今
回
の

裁
判
は
、
井
手
・
葛
西
を
は
じ
め
と
し

た
証
人
の
採
否
が
決
定
さ
れ
る
重
要
な

決
戦
だ
。
全
力
結
集
を
訴
え
ま
す
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
際
の
Ｊ
Ｒ
不

採
用
基
準
そ
の
も
の
が
不
当
労
働
行
為

で
あ
る
こ
と
を
最
高
裁
で
確
定
さ
せ
、

そ
の
基
準
が
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
長
に
よ
る

指
示
と
設
立
委
自
身
の
決
定
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
も
暴
い
た
。

　
し
か
し
中
央
労
働
委
員
会
は
「
87
年

４
月
か
ら
申
立
期
間
の
１
年
以
上
が
過

ぎ
て
い
る
」
と
し
て
真
実
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
か
ら
逃
げ
て
い
る
。
労
働
委

員
会
の
場
で
は
審
理
そ
の
も
の
を
拒
否

し
た
。
裁
判
で
は
Ｊ
Ｒ
の
訴
訟
参
加
に

「
組
合
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は

な
い
か
ら
必
要
な
い
」
と
い
う
驚
く
べ

き
主
張
ま
で
し
て
反
対
し
た
。
労
働
者

の
団
結
す
る
権
利
を
擁
護
す
る
は
ず
の

労
働
委
員
会
が
、
国
と
Ｊ
Ｒ
を
擁
護
す

る
た
め
に
こ
こ
ま
で
し
た
の
だ
。
こ
ん

な
暴
挙
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
自
公
が
12
月
２
日
、
反
撃
能
力
（
敵

基
地
攻
撃
能
力
）
保
有
で
合
意
し
、
安

保
関
連
３
文
書
の
改
定
や
、
23
年
度
か

ら
５
年
間
の
防
衛
費
を
総
額
43
兆
円
と

し
財
源
確
保
の
た
め
増
税
の
検
討
な
ど

大
軍
拡
と
増
税
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
岸
田
政
権
は
射
程
１
０
０
０

㌔
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」

５
０
０
発
の
購
入
を
検
討
を
開
始
。
ト

マ
ホ
ー
ク
は
通
常
兵
器
だ
け
で
な
く
核

弾
頭
の
搭
載
も
可
能
だ
。
１
９
８
０
年

代
の
「
東
西
新
冷
戦
」
の
象
徴
と
も
言

え
る
兵
器
で
、
米
ソ
が
欧
州
に
中
距
離

核
戦
略
を
大
量
配
備
し
世
界
を
核
戦
争

　
12
月
４
日
、
久
留
里
駅
前
の
「
上

総
公
民
館
」
に
お
い
て
、「
Ｊ
Ｒ
久

留
里
線
ー
房
総
廃
線
を
許
す
な
！

12
・
４
上
総
地
域
集
会
」
が
、
動
労

千
葉
木
更
津
支
部
の
主
催
で
、
内
房

線
と
地
域
を
守
る
会
、
外
房
線
と
地

域
を
守
る
会
の
賛
同
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。
集
会
に
は
、「
国
交
省
有
識

者
検
討
会
の
提
言
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

赤
字
路
線
収
支
発
表
に
よ
る
ロ
ー
カ

ル
線
切
り
捨
て
を
許
す
な
」
と
い
う

訴
え
に
応
え
て
沿
線
の
住
民
や
組
合

員
・
家
族
、
Ｏ
Ｂ
、
支
援
す
る
会
の

仲
間
な
ど
１
５
０
人
が
結
集
し
た
。

　
久
留
里
線
に
対
し
「
百
円
稼
ぐ
の

に
１
万
９
千
円
か
か
る
」
と
の
悪
宣

伝
に
対
し
て
「
地
域
の
足
を
守
り
た

い
」「
廃
線
に
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
沿
線
住
民
か
ら
の
熱
い
訴
え

が
次
々
に
行
わ
れ
、
最
後
に
は
「
Ｊ

Ｒ
久
留
里
線
廃
線
に
反
対
す
る
署

名
」
が
呼
び
か
け
ら
れ
る
な
ど
廃
線

化
阻
止
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
を
記

す
集
会
と
な
っ
た
。

　
集
会
は
、
木
更
津
支
部
の
佐
野
副

支
部
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
冒

頭
、「
ロ
ー
カ
ル
線
大
虐
殺
を
許
す

な
」と
題
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
、

廃
線
さ
れ
た
地
域
住
民
の
「
廃
線
に

な
っ
た
ら
終
わ
り
、残
さ
な
あ
か
ん
」

と
の
訴
え
が
響
い
た
。

　
続
い
て
主
催
者
と
し
て
鈴
木
支
部

長
か
ら
「
久
留
里
線
の
赤
字
は
、
Ｊ

Ｒ
が
本
数
を
減
ら
し
、
直
通
運
転
を

な
く
し
、
無
人
駅
化
・
ワ
ン
マ
ン
化

を
行
っ
た
結
果
だ
。
廃
線
は
職
場
を

奪
う
重
大
な
攻
撃
で
あ
り
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
廃
線
化
を
止
め
よ

う
」
と
訴
え
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
動
労
千
葉
の
関
道
利
委

員
長
か
ら
国
交
省
提
言
と
Ｊ
Ｒ
の
赤

字
路
線
の
収
支
に
つ
い
て
提
起
が
行

わ
れ
た
。

　
関
委
員
長
は
、
提
言
の
狙
い
は
国

が
関
与
し
て
自
治
体
を
強
制
的
に
協

議
に
引
き
入
れ
、
３
年
の
期
限
で
全

面
的
な
廃
線
を
進
め
る
攻
撃
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
久
留
里
線
の
収
益
率
最
悪
と
悪
宣

伝
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ー
カ
ル

の
一
部
だ
け
輪
切
り
に
す
れ
ば
赤
字

に
な
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
り
、
一

方
、「
バ
ス
転
換
」
で
は
、
こ
の
15

年
で
バ
ス
路
線
２
万
㌔
が
廃
止
に

な
っ
て
お
り
バ
ス
転
嫁
し
た
途
端
に

廃
止
が
問
題
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
を
民
営
化
し
て
金
儲
け

の
道
具
に
し
た
こ
と
が
間
違
い
で
あ

り
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
が
完
全
に

破
綻
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
労

働
組
合
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
廃

線
反
対
の
声
を
上
げ
る
こ
と
が
大
き

な
力
に
な
る
と
訴
え
た
。

　
賛
同
団
体
か
ら
の
発
言
で
は
、
内

房
線
と
地
域
を
守
る
会
か
ら
幹
事
の

石
井
敏
広
氏
（
館
山
市
議
）
が
「
上

下
分
離
で
下
（
線
路
）
を
自
治
体
が

持
て
と
い
う
が
財
政
的
に
厳
し
い
。

国
策
の
失
敗
で
あ
り
、
下
は
国
が
持

つ
べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

　
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
か
ら
は

早
川
孝
雄
副
会
長
が
発
言
し
「
国
交

省
提
言
に
よ
る
廃
線
化
を
地
域
全
体

で
は
ね
返
す
た
め
に
沿
線
自
治
体
の

首
長
と
面
談
し
訴
え
て
き
た
。
国
は

補
助
金
を
出
す
と
い
う
が
そ
れ
で
は

も
た
な
い
。Ｊ
Ｒ
の
分
断
を
許
さ
ず
、

久
留
里
線
廃
線
阻
止
へ
取
り
組
む
」

と
報
告
を
行
っ
た
。

〝
Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
・
房
総
廃
線
を
許
す
な
〟

12
・
４
上
総
地
域
集
会
に
沿
線
住
民
ら
１
５
０
人
が
結
集

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！
第
12
回
行
政
訴
訟

12
月
23
日
㈮
11
時
～
東
京
地
裁
５
２
７
法
廷（
10
時
集
合
）

　
地
域
・
沿
線
住
民
か
ら
久
留
里
線

廃
線
攻
撃
へ
の
怒
り
の
声
が
相
次
ぎ

（
裏
面
に
掲
載
）、
発
言
の
最
後
に
、

動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会
・
木
更
津

の
仲
間
か
ら
、「
Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
の

廃
線
に
反
対
す
る
地
域
住
民
署
名
」

の
訴
え
が
行
わ
れ
、
今
後
、
呼
び
か

け
人
を
募
り
、
早
急
に
久
留
里
線
沿

線
を
は
じ
め
全
面
的
に
署
名
運
動
を

開
始
す
る
こ
と
を
全
参
加
者
に
訴
え

た
。

　
呼
び
か
け
に
対
し
て
す
ぐ
に
集
会

に
参
加
し
た
地
元
の
人
が
「
呼
び
か

け
人
に
な
り
ま
す
」
と
声
を
あ
げ
る

な
ど
、
久
留
里
線
を
廃
線
に
し
よ
う

と
す
る
Ｊ
Ｒ
と
国
に
対
す
る
怒
り
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
集
会
の
最
後
に
、
木
更
津
支
部
・

岡
田
支
部
長
か
ら
「
署
名
を
成
功
さ

せ
、
久
留
里
線
廃
止
阻
止
へ
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で

上
総
地
域
集
会
は
大
成
功
の
う
ち
に

終
了
し
た
。

撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
・
団
交

開
催
を
求
め
る
行
政
訴
訟
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Ｊ
Ｒ
千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
Ｔ

Ｓ
）
が
11
月
24
日
、
22
年
度
年
末
手

当
に
つ
い
て
回
答
を
行
っ
た
。

　
昨
年
と
比
べ
、
社
員
・
嘱
託
は
基

本
賃
金
２
・
４
カ
月
で
同
額
、
一
時

金
は
１
万
円
増
だ
が
、
昨
年
末
に
支

払
わ
れ
た
コ
ロ
ナ
慰
労
金（
５
千
円
）

が
な
く
な
っ
た
の
で
昨
年
冬
よ
り
実

質
で
５
千
円
の
増
額
。

　
契
約
・
パ
ー
ト
社
員
の
手
当
は
昨

年
と
同
額
、
一
時
金
が
１
万
円
円
増

額
さ
れ
た
が
、コ
ロ
ナ
慰
労
金（
５
千

円
）
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
昨
年
冬

よ
り
実
質
で
５
千
円
増
と
な
っ
た
。

　
物
価
の
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な

い
高
騰
の
中
で
、
組
合
要
求
（
基
本

賃
金
の
３
・
８
カ
月
分
）
か
ら
は
ほ

ど
遠
い
超
低
額
回
答
だ
。
ま
た
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
観
点
か
ら
動
労

千
葉
は
、
契
約
・
パ
ー
ト
社
員
に
も

正
社
員
と
同
じ
基
準
で
の
年
末
手
当

支
給
を
求
め
た
が
、こ
れ
ま
で
同
様
、

大
き
な
賃
金
格
差
を
固
定
化
す
る
差

別
回
答
が
強
行
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
動
労
千
葉
は
11

月
17
日
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
と
年
末
手
当
の
団

体
交
渉
を
行
っ
た
。

　
会
社
か
ら
は
今
年
前
半
（
４
～
９

月
）
の
決
算
概
要
が
示
さ
れ
た
。
今

年
前
半
期
は
、
作
業
量
の
削
減
で
減

収
だ
っ
た
も
の
の
、
行
動
制
限
緩
和

で
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
収
入
が
大
幅

に
回
復
し
た
た
め
、
ト
ー
タ
ル
で

増
収
増
益
。
半
期
の
営
業
利
益
は

６
１
０
０
万
円
の
黒
字
（
前
年
比

１
１
３
％
）
と
な
っ
た
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

　
組
合
か
ら
「
夏
期
手
当
・
年
末
手

当
は
コ
ロ
ナ
以
前
と
比
べ
て
実
質
減

額
さ
れ
続
け
た
ま
ま
で
あ
り
、
新
賃

金
に
つ
い
て
も
社
員
は
一
昨
年
、
昨

年
、
今
年
と
３
年
連
続
で
ベ
ア
ゼ
ロ

だ
。
ま
た
、
千
葉
の
最
低
賃
金
が
去

年
は
28
円
、
今
年
は
31
円
の
引
き
上

げ
と
な
っ
た
の
に
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
時
給

は
合
計
で
20
円
し
か
上
が
っ
て
い
な

い
。
最
低
賃
金
と
の
差
は
縮
ま
る
ば

か
り
だ
」「
昨
年
来
の
歴
史
的
な
物

価
高
騰
が
社
員
の
生
活
を
直
撃
し
て

い
る
。
来
春
に
向
け
て
さ
ら
に
光
熱

費
の
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
緊

急
対
策
と
し
て
今
期
末
手
当
に
お
い

て
物
価
上
昇
分
を
上
乗
せ
し
社
員
の

生
活
を
守
る
こ
と
は
急
務
だ
」
と
訴

え
た
。

　
金
融
機
関
な
ど
の
推
計
で
は
、
家

計
出
費
は
す
で
に
年
間
で
約
10
万
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
Ｃ

Ｔ
Ｓ
は
増
収
増
益
、
約
６
千
万
円
の

黒
字
に
も
か
か
わ
ら
ず
３
年
連
続
で

ベ
ア
ゼ
ロ
、年
末
手
当
で
「
５
千
円
」

増
額
で
は
、
ま
さ
に
焼
け
石
に
水
、

話
し
に
な
ら
な
い
超
低
額
回
答
と
い

う
し
か
な
い
。

　
Ｃ
Ｔ
Ｓ
で
働
き
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
賃
金
、
生
活
で
き
る
だ
け
の
賃

金
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
団
結
し
て

会
社
と
闘
う
以
外
に
な
い
。
す
べ
て

の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
仲
間
は
動
労
千
葉
に
加

入
し
、
と
も
に
闘
お
う
。

◉
ロ
ー
カ
ル
線
の
問
題
は
経
済
効
率

の
問
題
で
は
な
い
。
地
域
か
ら
鉄

道
が
な
く
な
る
、
学
校
が
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
問
題
。

今
で
も
亀
山
で
は
文
化
祭
や
運
動

会
が
残
っ
て
い
る
。
地
元
の
中
学

を
卒
業
し
そ
こ
で
生
き
て
き
た
か

ら
文
化
の
共
同
体
と
な
っ
て
存
続

し
て
い
る
。
経
済
の
問
題
で
は
な

く
生
き
て
い
く
た
め
の
問
題
だ
。

（
上
総
亀
山
）

◉
久
留
里
線
は
Ｊ
Ｒ
が
５
時
間
も
列

車
を
走
ら
せ
な
い
た
め
利
用
し
た

く
と
も
で
き
ず
、
赤
字
に
な
る
よ

う
に
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な

い
。
鉄
道
は
公
共
交
通
で
あ
り
誰

で
も
自
由
に
利
用
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
特
に
久
留
里
～
亀
山

の
人
は
特
段
に
制
限
さ
れ
て
し
ま

う
。
昔
は
亀
山
か
ら
座
れ
な
い
く

ら
い
人
が
乗
っ
て
い
た
り
、
一
時

は
千
葉
ま
で
の
直
通
も
あ
っ
た
。

戦
争
の
末
期
、
武
器
を
作
る
た
め

に
鉄
道
の
一
部
が
廃
止
に
な
り
、

そ
の
区
間
を
歩
い
た
記
憶
が
よ
み

が
え
っ
た
。（
上
総
松
丘
）

◉
君
津
か
ら
千
葉
ま
で
通
っ
て
い

た
。
当
時
は
館
山
方
面
の
人
は
ほ

と
ん
ど
電
車
だ
っ
た
。
し
か
し
今

は
１
０
０
％
高
速
バ
ス
だ
。
公
共

交
通
を
預
か
る
Ｊ
Ｒ
は
無
責
任
だ

と
思
う
。
鉄
道
は
安
全
、
安
定
的

に
多
く
の
人
を
輸
送
で
き
る
イ
ン

フ
ラ
だ
。
そ
れ
を
一
度
失
っ
た
ら

２
度
と
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。

防
衛
費
の
倍
増
な
ど
や
め
て
住
民

の
足
を
守
る
べ
き
だ
。（
社
民
党
）

◉
今
回
、
こ
う
い
う
集
会
を
開
い
て

い
た
だ
い
て
、署
名
の
話
も
あ
り
、

こ
れ
で
私
も
動
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
住
民
の
方
々
の
力
を
借
り
な

が
ら
大
き
な
運
動
に
し
て
闘
う
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
。
地
元
議
員

と
し
て
頑
張
る
。（
君
津
市
議
）

◉
５
年
前
に
小
学
校
を
廃
校
に
さ
れ

た
。
適
正
規
模
で
な
い
と
社
会
性

が
な
い
と
い
う
の
が
理
由
だ
っ

た
。
赤
字
線
だ
と
し
て
も
経
済
効

果
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
地
域

に
生
き
る
人
々
が
幸
せ
に
生
き
て

い
く
た
め
に
必
要
。（
上
総
松
丘
）

◉
ロ
ー
カ
ル
線
は
赤
字
が
当
た
り

前
。
そ
こ
は
国
が
や
る
こ
と
だ
。

住
民
の
希
望
や
要
求
に
そ
っ
た
生

活
が
で
き
る
か
ど
う
か
だ
。
一
人

当
た
り
い
く
ら
か
か
る
の
か
と
い

う
問
題
で
は
な
い
。（
オ
ス
プ
レ

イ
い
ら
な
い
住
民
の
会
）

◉
Ｊ
Ｒ
が
「
ロ
ー
カ
ル
線
が
赤
字
で

す
。
民
間
企
業
だ
か
ら
赤
字
路
線

の
面
倒
を
み
る
こ
と
は
で
き
な

い
」と
い
っ
て
い
る
が
、こ
う
な
っ

た
の
も
民
営
化
し
た
か
ら
で
あ
っ

て
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
そ
の
も

の
が
重
大
な
誤
り
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。
地
域
住
民
が
声
を
上
げ

な
い
と
Ｊ
Ｒ
の
思
い
通
り
に
な
っ

て
し
ま
う
。（
動
労
千
葉
を
支
援

す
る
会
・
木
更
津
）

◉
45
年
間
、
亀
山
か
ら
木
更
津
ま
で

通
っ
た
。
駅
ま
で
遠
い
か
ら
車
で

行
く
が
駐
車
場
が
な
い
か
ら
、
結

局
、
列
車
を
使
え
な
い
。
子
供
が

困
っ
た
ら
親
が
、
親
が
困
っ
た
ら

子
が
助
け
る
と
い
う
の
が
人
間
と

し
て
当
た
り
前
の
こ
と
。
地
方
か

ら
都
会
に
子
供
た
ち
が
行
っ
た
か

ら
今
が
あ
る
。（
上
総
亀
山
）

　
宮
城
県
は
今
年
４
月
、
上
下
水
道

と
工
業
用
水
道
の
運
営
を
民
間
事
業

者
に
委
ね
る「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン（
公

設
民
営
化
）」
を
開
始
し
た
。
県
は

仙
台
な
ど
25
市
町
村
に
飲
料
水
を
供

給
し
て
い
る
が
、
水
道
事
業
の
運
営

権
を
20
年
契
約
で
10
社
が
出
資
す
る

企
業
に
売
却
し
た
。

　
19
年
に
施
行
さ
れ
た
改
定
水
道
法

で
導
入
さ
れ
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
を
上
水
道
で
展
開
す
る
は
宮
城
県

が
全
国
初
で
「
み
や
ぎ
型
管
理
運
営

方
式
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
宮
城
県

の
村
井
知
事
は
、
国
会
に
参
考
人
と

し
て
出
席
す
る
な
ど
水
道
法
改
定
を

プ
ッ
シ
ュ
し
て
お
り
、
昨
秋
の
知
事

選
で
も
「
水
道
料
金
の
上
昇
を
抑
え

る
」
と
訴
え
た
。

　
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
と
は
、
自

治
体
が
施
設
の
所
有
権
を
持
っ
た
ま

ま
運
営
権
を
民
間
に
売
却
す
る
手
法

だ
。
従
前
の
制
度
で
は
、
自
治
体
が

事
業
認
可
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
た
め
水
道
事
業
で
の
導
入

例
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
水
道
法
の

改
定
で
自
治
体
が
認
可
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
可
能
に
。
県
は
、
運
営
権

の
売
却
後
も
水
質
検
査
な
ど
は
引
き

続
き
担
い
、
水
道
料
金
も
契
約
で

ル
ー
ル
化
す
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　
大
阪
市
で
も
導
入
が
画
策
さ
れ
て

い
た
が
現
状
で
は
断
念
に
追
い
込
ま

れ
て
い
る
。
大
阪
市
内
の
水
道
管
は

全
長
約
５
２
０
０
㌔
。
半
分
が
耐
用

年
数
40
年
を
超
え
る
。
水
道
管
破
裂

な
ど
の
事
故
も
年
百
件
を
超
す
。
大

阪
市
は
配
水
管
更
新
の
事
業
を
民
間

に
任
せ
る
計
画
を
た
て
た
が
、
応
募

耐
用
年
数
を
超
え
る
。

　
日
本
全
体
の
水
道
管
の
更
新
率
は

18
年
度
の
実
績
で
０
・
６
６
７
％
。

近
年
、
低
下
傾
向
に
あ
る
。
水
道
管

の
更
新
が
老
朽
化
に
追
い
つ
か
な
い

状
況
で
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
は
百
数
十

年
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
日
本
国

内
で
水
道
事
業
を
営
む
事
業
者
は

３
８
１
９
（
21
年
現
在
）、
う
ち

１
３
１
２
が
給
水
人
口
５
千
人
超

の
「
上
水
道
事
業
」
と
呼
ば
れ
る
事

業
者
で
、
残
り
２
５
０
７
が
給
水
人

口
５
千
人
以
下
の
簡
易
水
道
事
業

者
。
対
象
の
給
水
人
口
は
わ
ず
か
約

１
７
４
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
全
体
の
数
の
３
分
の
１
以

下
の
大
手
の
上
水
道
事
業
者
が
日
本

の
人
口
の
99
％
に
水
道
を
提
供
し
、

残
り
の
３
分
の
２
を
占
め
る
簡
易
水

道
事
業
者
が
約
１
％
に
水
道
を
提
供

し
て
い
る
。

　
人
口
減
少
や
節
水
技
術
の
開
発
で

水
の
使
用
量
は
減
り
、
料
金
収
入
は

先
細
り
と
な
っ
て
い
る
。
給
水
人
口

が
小
さ
い
地
域
で
営
利
事
業
化
す
る

こ
と
が
困
難
な
こ
と
は
自
明
だ
。

　
こ
う
し
た
事
情
に
関
し
て
、
宮
城

県
は
、
民
間
に
任
せ
る
の
は
浄
水
場

の
更
新
な
ど
に
と
ど
め
、
水
道
管
は

除
い
た
。
宮
城
県
に
お
け
る
水
道
民

営
化
は
老
朽
管
問
題
へ
の
解
決
策
を

ま
っ
た
く
示
せ
て
い
な
い
。

英
で
は
再
公
営
化

　
水
道
事
業
の
「
民
営
化
」
に
〝
門

戸
〟
を
開
く
仕
組
み
と
し
て
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
が
導
入
さ
れ
た
の

は
２
０
１
９
年
10
月
（
施
行
日
）。

ほ
と
ん
ど
議
論
も
な
く
自
公
与
党
が

採
決
を
強
行
し
た
。

　「
コ
ス
ト
削
減
」「
水
道
料
金
の
値

下
げ
」
な
ど
と
宣
伝
す
る
が
、
厚
生

労
働
省
に
よ
れ
ば
、
水
道
料
金
設
定

に
つ
い
て
、
原
価
に
薬
品
代
や
修
繕

費
、
減
価
償
却
費
の
ほ
か
、
役
員
報

酬
や
株
主
な
ど
へ
の
配
当
金
を
含
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
料
金
は
３
～
５

年
ご
と
に
見
直
し
、
物
価
変
動
が
あ

れ
ば
転
嫁
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
水
道
民
営
化
が
先
行

し
た
英
国
は
ど
う
か
？
　
英
国
は

１
９
８
９
年
に
水
道
局
を
完
全
民
営

化
し
た
結
果
、
水
道
料
金
は
上
が
り

続
け
、
他
方
で
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
質

は
大
幅
に
低
下
し
た
。

　
英
国
は
日
本
の
約
半
分
の
規
模
の

水
道
管
が
敷
設
さ
れ
、
日
本
以
上
に

老
朽
化
が
深
刻
で
首
都
ロ
ン
ド
ン
で

は
年
間
平
均
６
千
件
の
漏
水
が
報
告

さ
れ
る
。
東
京
都
が
年
２
０
０
件
弱

な
の
で
約
30
倍
。
い
ま
や
英
国
全
体

に
敷
設
し
た
水
道
管
６
割
が
敷
設
時

期
も
わ
か
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。

　
民
営
化
に
よ
っ
て
水
道
事
業
の
所

有
者
・
運
営
者
と
な
っ
た
民
間
事
業

者
（
大
企
業
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
）
は
、

水
道
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・
管
理
を
軽

視
し
、
目
先
の
利
益
に
の
み
強
い
関

心
を
示
す
。
利
益
を
上
げ
株
価
を
釣

り
上
げ
株
式
を
売
り
抜
く
の
だ
。

　
民
営
化
に
よ
っ
て
１
９
８
９
年
に

誕
生
し
た
英
最
大
の
民
間
水
道
事
業

者
テ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
社
は
独
墺

の
企
業
に
転
売
さ
れ
た
。

　
現
在
、
国
民
の
８
割
が
水
道
事

業
の
再
公
営
化
を
望
む
。
あ
る
告

発
に
よ
る
と
民
営
化
さ
れ
た
水
道

会
社
は
07
～
16
年
の
10
年
間
で
約

１
８
８
億
㍀
（
約
２
兆
７
２
０
０
億

円
）
の
利
益
を
得
て
い
た
。
他
方
、

株
主
配
当
額
は
１
８
１
億
㍀
（
約

２
兆
６
１
０
０
億
円
）。
儲
け
の
大

半
が
株
主
の
懐
に
入
っ
た
の
だ
。

　
鉄
道
・
公
立
病
院
・
学
校
・
水
道

な
ど
、
問
題
は
共
通
す
る
。

休
校
し
た
。

　
水
道
管
の
法
定
耐
用
年
数
は
40
年

だ
が
多
く
が
高
度
経
済
成
長
期
の

１
９
６
０
～
70
年
代
に
敷
設
さ
れ
、

更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
全
国
に

は
全
長
約
73
万
㌔
、
地
球
18
周
分
の

水
道
管
が
存
在
す
る
。
２
割
近
く
が

企
業
グ
ル
ー
プ
が
採
算

が
取
れ
な
い
と
途
中
で

辞
退
し
た
。

　
大
阪
市
は
そ
の
後
、

老
朽
化
し
た
水
道
管
の

更
新
事
業
費
は
当
初
の

倍
以
上
と
な
る
見
通
し

に
な
っ
た
と
し
、
再
度

の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
導

入
を
画
策
し
て
い
る
。

事
故
が
頻
発

　
水
道
管
の
老
朽
化
は

日
本
社
会
の
中
で
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
お
り

各
地
で
水
道
関
連
の
事

故
が
目
立
つ
。
昨
年
10

月
に
和
歌
山
市
内
で
水

道
管
が
通
る
橋
が
崩
落

し
て
広
範
囲
が
断
水
し

た
事
件
が
大
き
く
報
じ

ら
れ
た
。
千
葉
県
内
で

は
19
年
３
月
に
旭
市
内

の
７
割
以
上
に
あ
た
る

約
１
万
５
千
戸
が
断
水

し
た
。
同
市
で
は
今
年

２
月
も
水
道
管
破
損
で

断
水
し
、
小
中
学
校
が

地
域
住
民
か
ら
久
留
里
線
廃
線
攻
撃
へ
の
怒
り
の
声
が
相
次
ぐ

宮城県がコンセッション方式で水道民営化

深
刻
な
水
道
管
老
朽
化
と
民
営
化
の
加
速

抜
本
的
賃
上
げ
へ
春
闘
を
闘
お
う

年
末
手
当 

Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
超
低
額
回
答
を
弾
劾


